
1. 建築物の仕様一覧

長屋
山形県山形市
CLTパネル工法
2
6.8
6.41
843.54
235.31
414.46

１階 207.23
２階 207.23
３階 －

壁、床、屋根
128.67㎥

寸法 120・150mm厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 Mx60A相当
樹種 スギ
寸法 120mm厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 Mx60A相当
樹種 スギ
寸法 120mm厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 Mx60A相当
樹種 スギ

土台：ベイツガ、ヒノキ　梁：スギ集成材

95㎥

屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(t=0.35)立てﾊｾﾞ葺き
外壁 窯業系サイディング（厚16）

開口部 住宅用アルミサッシ（ペアガラス）

界壁 PB12.5×2＋木軸（GW24K50㎜）＋CLT
間仕切り壁 CLT現し、PB12.5ビニルクロス

床 フローリング

天井 CLT現し、PB9.5ビニルクロス
ルート1
せん断：専用ｺﾈｸﾀ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ、引張：専用ｼｬﾌﾄ・ﾄﾞﾘﾌﾄﾋﾟﾝ
2.8m
パネル相互の接合金物を隠蔽型とする為、CLTパネル工法告示仕様ルート1で求めら
れている耐力以上であることを接合部試験により確認した。

法22条地域

無
界壁、延焼の恐れのある部分の準防火性能

ﾒｿﾞﾈｯﾄ型のｼﾝﾌﾟﾙな平面計画とし界壁を屋根ﾊﾟﾈﾙまで達せしめた

届出対象

屋根（又は天井） 押出法ポリスチレンフォーム 保温板 2種・25mm

外壁 グラスウール 密度32㎏/㎡・25mm

床 押出法ポリスチレンフォーム 保温板 3種・25mm

認定工法の界壁とした

外壁：防水シート及び通気胴縁
H29.1月～5月（4カ月）
－

ＣＬＴ躯体施工期間 －
平成30年9月
(株)平吹設計事務所
(株)平吹設計事務所
(株)ホルツストラ
榮大建設(株)
西北プライウッド(株)
(株)山形城南木材市場

事業名 板垣商店三日町アパート新築工事の設計・性能実証
実施者（担当者） 株式会社平吹設計事務所

建
築
物
の
概
要

用途
建設地
構造・工法
階数
高さ（ｍ）
軒高（ｍ）
敷地面積（㎡）
建築面積（㎡）
延べ面積（㎡）

階別面積

屋根パネル

木
材

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、
仕上材等とし、CLT以外とする

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位
ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件
本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

構
造

構造計算ルート
接合方法
最大スパン

問題点・課題とその解決策

温
熱

建築物省エネ法の該当有無

温熱環境確保に関する課題と解決策

主な断熱仕様
（断熱材の種
類・厚さ）

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策
建て方における課題と解決策
給排水・電気配線設置上の工夫
劣化対策

工
程

設計期間
施工期間

竣工（予定）年月日

体
制

発注者
設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）
構造設計者
施工者
ＣＬＴ供給者
ラミナ供給者
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２．２　（株）平吹設計事務所



実証事業名： 板垣商店三日町アパート新築工事の設計・性能実証 

実施者／協議会運営者または担当者：㈱平吹設計事務所 

２.実証事業の概要 

２-１．実証した建築物の概要 

用途 長屋 

建設地 山形県山形市 

構造・工法 CLT パネル工法 

階数 2 

高さ（ｍ） 6.80 軒高（ｍ） 6.41 

敷地面積（㎡） 843.54 建築面積（㎡） 235.31 

階別面積 

（㎡） 

１階 207.23 

延べ面積（㎡） 414.46 ２階 207.23 

３階 － 

CLT 採用部位 壁、床、屋根 

CLT 使用量（m3） 128.67 

CLT を除く木材使用量（m3） 95 

CLT の仕様 

（部位） （寸法/ラミナ集成/強度区分/樹種） 

壁 120mm・150mm 厚/5 層 5 ﾌﾟﾗｲ/Mx60 相当/スギ 

床 120mm 厚/5 層 5 ﾌﾟﾗｲ/Mx60 相当/スギ 

屋根 120mm 厚/5 層 5 ﾌﾟﾗｲ/Mx60 相当/スギ 

設計期間 H29.1 月～5月（4ヶ月） 

施工期間 － 

CLT 躯体施工期間 － 

竣工（予定）年月日 H30.9 月 

 
２－２．実証事業の目的と設定した課題 

＜建築物の設計実証＞ 
木造２階建て長屋を CLT 告示仕様（ルート 1）で設計した。 
CLT パネルを壁・２階床・屋根に使用し内部居室側を木現しとした居住空間とするため、

接合金物が外部に露出しない、安全性と美観性を考慮した金物を設計した。 
住戸間の界壁は CLT+片面石膏ボードの仕様を採用し、CLT 側に居室、ボード側に階段や

水廻りを配置した計画としている。 
＜接合金物の性能実証＞ 
ルート 1 の仕様規定を満たす接合金物の仕様選定及びその構造特性の取得。 
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２－３．実証事業の実施体制（または協議会構成員） 

（設計）㈱平吹設計事務所 
（構造設計）㈱ホルツストラ 
（施工）榮大建設㈱ 
（原木提供）㈱山形城南木材市場 
（材料）西北プライウッド㈱ 
（材料加工）㈱オノツカ 
（金物）㈱ストローグ 
（試験）富山県農林水産総合技術センター木材研究所 
 
２－４．課題解決の方法と実施工程 

・接合部の仕様については既存の金物（引張用金物ホゾパイプ+ドリフトピン等）を応用し

設計仕様、試験条件をとりまとめた。接合部の性能試験は富山県農林水産総合技術センタ

ー木材研究所に依頼した。 
・性能確認については、土台-壁パネル、壁パネル-床パネル、壁パネル-壁パネルのせん断

試験及び引張り試験を 6 条件 6 試験体実施した。 
 
＜協議会の開催＞ 
  H 29. 3. 1.   第１回協議会開催 
  H 29.11.28.   第２回協議会開催 
＜設計＞  
  H 29. 1 月～  実施設計 
  H 29. 1 月～  構造設計 
  H 29. 5.17.    建築確認申請 
＜性能試験＞ 
  H 29. 3 月    接合部せん断試験  

引張り試験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【試験箇所】 

①･②せん断試験 

③･④せん断試験 

⑤せん断(鉛直荷重)試験 

⑥引張り試験 
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２－５．得られた実証データ等の詳細 

本事業にて、設計を行うために得られたデータは下記の通りである。 
（1）せん断試験データ及び採用した接合部の詳細（抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（2）引張試験データ及び採用した接合部の詳細（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

引張試験データ 接合部詳細 

せん断試験データ 接合部詳細 
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２－６．本実証により得られた成果

CLT パネル工法のルート１の接合金物で、隠蔽に対応できる金物を開発し、各金物の性能・

及び構造特性を確認した。既存金物工法の接合部と互換性があり、製作金物よりコストが

安く、加工設備も既存のプレカット設備を使用できる。

本事業の成果は、CLT パネル現しに対応できる金物の普及に向けて、製品開発の参考資料

となる。

２－７．建築物の平面図・立面図・写真等
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構造図 

Ｘ４通り軸組図 

1 階柱壁伏図 

2 階柱壁伏図 
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３‐２．性能実証の成果 

 
（１） 開発目的 
板垣商店三日町アパートの設計にあたり、CLT パネル工法を採用した。しかし、設計にあ

たり、現在では接合部に使用できる金物が仕様規定のもの（クロスマーク金物）か一部の

実験成果物しか存在しない。クロスマーク金物も CLT パネル表面に取りつくタイプであり、

本物件は設計コンセプトを CLT を現しで表現しているため採用は難しいと考えた。 
以上の経緯から CLT パネル工法ルート１の各部接合金物の仕様規定に対応する金物として

㈱ストローグの既製品を CLT 用に対応できる金物の開発を目的とした。 
 
（２） 設計方針 
現し仕様として、梁受けコネクタ・シャフトをドリフトピンで接合する仕様を採用した。 
各金物の設計方針として、引張部金物については、柱脚専用シャフトを用いて上下階の CLT
パネル相互をドリフトピンで接合するシャフト接合とした。また、せん断力については別

途設計されるせん断用金物に負担させるよう個別に設計した。 
せん断用金物は、床パネルに梁受けコネクタ・専用ボルトを取付け、壁パネルとの接合に

はドリフトピンにて接合する。 
 
具体的な耐力の目標値は、CLT パネル工法告示の仕様規定に基づき以下のようにした。 
①土台-壁パネル間のせん断金物：短期許容耐力 47kN 
②壁パネル‐床パネル間のせん断金物：短期許容耐力 54kN 
③壁パネル‐垂れ壁パネルのせん断金物：短期許容耐力 52kN 
④最下部以外の引張用金物：終局耐力 135kN、終局変位 20mm、伸び率 10%、 
             接合部全体の許容耐力 79.6kN 
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（３） 実験概要

金物の開発・研究は、㈱ホルツストラ・㈱ストローグが中心となりドリフトピンの本数や

納まり等を考案し、実証試験は「CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」に記載して

いる第 10 章 CLT パネル工法における接合部試験・評価方法に従って行った。試験場所は

富山県農林水産総合技術センター木材研究所にて行った。

○使用金物図（せん断用）

図.コネクタの詳細 
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○試験内容

＜せん断試験方法＞

正負の繰り返し加力試験を行い、接合金物のせん断耐力を確認します。

・試験体概要

  図．試験体写真

図．接合部詳細

・使用試験冶具

図．せん断試験冶具    図．試験冶具写真
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○使用金物図（引張用）

図.コネクタの詳細 
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＜引張試験方法＞

CLT パネルを固定冶具で固定し、正加力を繰り返し行い引張耐力を確認します。 

図．接合部詳細    図．試験体写真

 図．引張試験冶具    図．試験冶具写真 
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（４）接合部試験 
  

①土台‐壁パネル（ｔ＝120 ㎜） 
 
 
樹種 スギ 

等級及び構成 Mx-60-5-5 A 種構成 

含水率 製造時の含水率は 10% 14% 

密度 絶乾比重 0.39～0.41 程度 

縦継ぎ、積層部分の接着 JIS K 6806 水性高分子-ｲｿｼｱﾈｰﾄ系木材接着剤 1種 1号←ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ基準 

ラミナ間の幅方向の接着の有無 幅はぎ接着無し 

ラミナ厚 （厚 120 ㎜ CLT） 24 ㎜ 

 
試験結果・及び試験結果の特性値（表 2.1 及び表 2.2）と荷重-変位曲線（図.1） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1. CLT の仕様 

表 2.1 試験結果特性

図 1.包絡曲線 

表 2.2 接合部特性値 
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②壁パネル‐床パネル 
 
 
樹種 スギ 

等級及び構成 Mx-60-5-5 A 種構成 

含水率 製造時の含水率は 10% 14% 

密度 絶乾比重 0.39～0.41 程度 

縦継ぎ、積層部分の接着 JIS K 6806 水性高分子-ｲｿｼｱﾈｰﾄ系木材接着剤 1種 1号←ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ基準 

ラミナ間の幅方向の接着の有無 幅はぎ接着無し 

ラミナ厚 （厚 120 ㎜ CLT） 24 ㎜ 

 
試験結果・及び試験結果の特性値（表 2.1 及び表 2.2）と荷重-変位曲線（図.1） 
  
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1. CLT の仕様 

表 2.1 試験結果特性

図 1.包絡曲線 

表 2.2 接合部特性値 
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③壁パネル‐垂壁パネル 
 
 
樹種 スギ 

等級及び構成 Mx-60-5-5 A 種構成 

含水率 製造時の含水率は 10% 14% 

密度 絶乾比重 0.39～0.41 程度 

縦継ぎ、積層部分の接着 JIS K 6806 水性高分子-ｲｿｼｱﾈｰﾄ系木材接着剤 1種 1号←ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ基準 

ラミナ間の幅方向の接着の有無 幅はぎ接着無し 

ラミナ厚 （厚 120 ㎜ CLT） 24 ㎜ 

 
試験結果・及び試験結果の特性値（表 2.1 及び表 2.2）と荷重-変位曲線（図.1） 
  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1. CLT の仕様 

表 2.1 試験結果特性

図 1.包絡曲線 

表 2.2 接合部特性値 
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